
基本設計 概要版
-Schematic Design Summary-

-きほんせっけい がいようばん-

江戸川区 Edogawa City × 角野栄子 Eiko KADONO × 隈研吾 Kengo KUMA

江戸川区 えどがわく × 角野栄子 かどのえいこ × 隈研吾 くまけんご

（仮称）江戸川区角野栄子児童文学館
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「国際アンデルセン賞 作家賞」受賞
平成30（2018）年8月

「江戸川区 区民栄誉賞」受賞
平成31（2019）年 1月

「相互協力・連携確認書」取り交わし
令和元（2019）年5月

「設計パートナー」決定
令和2（2020）年1月

「基本構想」公表
令和元（2019）年9月

■ 今後のスケジュール

■ これまでの経過

「基本設計」公表
令和2（2020）年10月

~令和2年度末 実施設計完了

令和3年度~令和5年度 整備工事

令和5年7月 開館予定

■ 建設予定地（なぎさ公園）について

• 角野さんの世界観を表現する施設にふさわしい場所として、
「なぎさ公園」を建設予定地と選定。「なぎさ公園」は、園内の
いたるところに四季折々の花が咲き、樹木や芝生などの緑に
囲まれた素晴らしい環境です。
この風景と一体となった児童文学館を建設し、多くの皆さんに
愛され、全国、世界の子どもたちが集う場所を目指します。

• 建設地
東京都江戸川区南葛西七丁目 3 番 1 号
総合レクリエーション公園内 なぎさ公園展望の丘
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（仮称）江戸川区角野栄子児童文学館 基本設計 概要版/ 建築

01.建築コンセプト

■丘の一部として建築・造園・展示が一体的につながる「ものがたりの世界」
なぎさ公園の豊かな緑を保全し、丘の一部として、建築 ・ 造園 ・ 展示が一体的につなが
る環境として 「ものがたりの世界」 を整備します。 「ものがたりの世界」 は、室内で完結する
閉じた箱ではなく、子どもたちが自らの意思で角野さんの世界に触れてみたくなる、周囲に開
かれた能動的な環境となることを目指します。

※現時点でのイメージであり、 実際とは異なる場合があります。

02. 計画概要
建設地 東京都江戸川区南葛西七丁目 3 番 1 号 (なぎさ公園) 

敷地面積 約 63,028 ㎡ (=19,065.97 坪 )

構造種別 鉄筋コンクリート造 ・一部鉄骨造

階数 地上 3 階

建 築 面 積 1,190.80 ㎡

延べ床面積 1,613.95 ㎡

丘の下から児童文学館を見る

[丘の一部として建築・造園・展示が一体的に繋がる『ものがたりの丘』]

隈研吾建築都市設計事務所 02

「子どもたち自身が心を動かして、面白さを見つけ、感じて、
そこから自分の世界を発見して、想像力豊かな心を育めるような施設」

00.施設コンセプト




